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1．はじめに   

北海道観光情報ⅦWWサイト数の急速な増加に伴  

い，ユーザが効果的に目的とする情報を収集すること  

が可能なボータルサイト構築の必要性が高まっている．  

本稿では，個人適応型WWWにおけるユーザモデル  

構築法む拍を用いて，北海道観光情報ポータルサイト  

の構築について考察する。  

2．個人逼応塾Ⅵ耶の基本的概念と普の椙戚   

個人適応型WWWの基本的な概念として，「ユーザ  

になるべく余計な作業負担をかけずにユーザ特性を把  

握できること」，「ユーザ特性の時間変化に追従できる  

こと」，さらに，「ユーザの行動パターン等にも適応可  

能なこと」等が指摘されている【江 本稿でをも題材  

として「北海道頒光個報ポータルサイト」を想定する．   

WWWの構造は。大きく分けてコンテンツの提供者  

とその利用者から構成される。一般的に，両者は異な  

る背鵬や興味。緒心を持つものと考えられる。つ  

まり，提供されるコンテンツの認識に関して両者の間  

に何らかのキャップが存在する可能性がある。このギ  

ャップを埋めるためには。コンテンツ提供者のモデル  

（コンテンツモデ）いとその利用者のモデル（アクセ  

スモデル，ユーザモデル）を作成し，両者を比故。検  

討することが必要である。  

乱 国臼ザ電デ』腫輌簸速   

まず，コンテンツモデルについて検討する∴WWW  

のコンテンツは，ハイパーリンクという構造を既に持  

っていることや，コンテンツ同士の意味的な関係を表  

萌するために，コンテンツモデルをグラフで衰項する．  

このグラフは次の2つの要素から構成する．   

ノード：侃の集合   

アーク：任意のノード間を結んだもの   

アクセスモデルは，アクセスログをグラフで表現し  

たものであり，コンテンツモデル同職以下のような  

要素からなるグラフとして表現できる。   

ノ帥繹：ユーザがアクセスした皿   

アーク：ユーザがたどったリンク   

ユーザモデル構築法としては，コンテンツモデルと  

アクセスモデルに射し，必要なグラフ操作を施し，グ  

ラフ表現されたユーザモデルを構築する．ユーザモデ  

ルのグラフは以下の要素からなるグラフとして表現で  

㊨コンテンツ提供者が  

管理しているURL   

－一事ハイパールク  

○ノード  

ーー臣 アーク  

圃1コンテンツモデルの概念図  

㊨ ノ爛ド  

一十沙アーク  

圃2アクセスモデルの概念図  

⊂）ノード  

→：、・アーク  

図3且｝ザモデル◎概念圏   

きる。   

ノード：コンテンツモデルのノードの全部または一   

部   

アーク：ユーザがノード間をアクセスした場合に，   

ノード間を結んだもの   

まず，コンテンツモデル アクセスモデル，ユーザ  

モデルのグラフを次のように定義する．  
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※〃はコンテンツモデルの位敢  

※Jはアクセスモデルの位政  

（2）関連度の計算   

郎＝旦夕） 
・  

コンテンツモデル  

∪礼集合J＝（vl，巧，…，り〉 

ここで，Jは，コンテンツ提供者が管理している  

URL集合  
コンテンツモデルC＝〈rc，dC〉  

Cのノード集合rc＝〈n，均，．‥，K）   

コンテンツ提供者の判断により，URL集合Jを〃  

個の部分集合れ，り，．．．，㌦に直和分割する・  
ノードれ＝（巧，…，鴫：め月鴫，巧∈J，1≦d，e≦ん）  

（f：1≦f≦〃）   

ここで，虎は，JXJの部分集合であり，J上の関  

係は，“コンテンツ提供者が判断する意味的な関係”で  

ある．  

Cのアーク集合JCニ（q，句，‥．，吼）  

アーク囁＝（n，り）∈：JC   

ただし，qはり内のU礼とり内のU礼とに  

ハイ／トリンクが張られているか，りとりとの間に  

意味的な関係がある場合である．  

7クセ：スモデル  

アクセスモデルエ＝くγ上，〟り  

エのノード集合r上＝（れ鴫，‥り巧）（叫∈J）   

ここで，武は，時系列順に並んだURLである．  

上のアーク集合J⊥三（叫，句，‥．，叫l）  

アークq＝（れIん1）∈J上  

ノード巧からlん1までの時間間隔方をアークqの属性  

値とする．  

噂  

ユーザモデルぴ＝くrqJ〝〉  

Uのノード集合ru＝（n，均，…，K）（∫≦〃）  

※月はコンテンツモデルの位数  

Uのアーク集合J〝＝（叫，句，．．．，q‡  

アークq＝（れ，り）∈d〝  

興味・関心度切をノードれの属性値とする．  

関連度威をアークqの属性値とする．   

これに従って，次のようにユーザモデルを構築する．  

（1）興味・関心度の計算  

1  

ち  

（〟ニ∈n）＜砿．∈り）  
ここで・如）＝  

（叫，転．∈Fエ，∀n，巧∈rC）のとき  

0：その他  

※Jはアクセスモデルの位致  

※〃はコンテンツモデルの位数  

（8）．ユーザモデルのグラフの構集  

n∈r〃：¢＞0のときユーザモデルのノードとする  

〃‘∈d〝：机（ザ＞0）∩坤（所＞0）（㌦湖∈r〝）のとき  

ユーザモデルのアークとする  

4．ユーザモデルの評価実験   

調和系工学分野WWWサイト【幻を対象に，2001  

年10月1日から2001年10月7日までにアクセスし  

たユーザの中から3人を無作為に抽出し被験者とした．  

その結見 コンテンツ提供者と個々のユーザとの間に  

存在するギャップをモデリングできた．また，他ユー  

ザに共通して存在する特性もモデリ■ングすることがで  

きた．今後，統計的な処理を可能とするために，・より  

多くのデータを用いて実験を行う予定である．  

5．今後の展開   

北海道観光情報WWW吼北海道の観光スポット，  

宿泊施設地図，観光モデルコース，クチコミ情報な  

どを統合的に提供する．この場合，構築したユーザモ  

デルを用いて，例えはユーザ特有の関連カテゴリを  

表示したり，ユーザの行動パターンや興味・関心を考  

慮した宿泊施設や観光スポットを表示したりする等の  

個人適応の他に，さらに，統計的な処理によってユー  

ザの候向を把握することで，「コンテンツ自体の改善」  

などにも利用できる．これによって，コンテンツ提供  

者は，自身が提供するWWWについての客観的な評  

価を得ることができる．  

6．おわりに   

今後の課題として，観光情報特有のユーザ特性や，  

実際の北海道観光情報ボヤタルサイトのアクセスログ  

をいかに入手するか等についての検討が必要である．  
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